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 －飛騨古川を事例として－

 第1章　研究の目的と方法

 　本研究は，住民参加によるまちづくりの手法を検討す

 るために，イギリスで広く行なわれているタウントレイ

 ルという手法を考察し，実際にタウントレイルの設計を

 試みたものである。本研究で事例に挙げた岐阜県古川町

 は，飛騨高山の北西約10kmに位置する小都市で高山と

 よく似た都市構造を有している。しかしながら，高山が

 歴史的環境の保存・修景に力を注いでいるのとは対照的

 に，古川では飛騨の匠の技術を受け継いだ大工と確かな

 目を持った住民によって歴史的な町並みに調和した現代

 の町家が創造され，独自のまちづくりが進められている

 町である。1986年度にはこの古川の都市構造を明らかに

 し，住民の意識を勇気付け，更に，今後のまちづくりの

 方向を提案するための調査が，財団法人観光資源保護財

 団（現（財）日本ナショナルトラスト）によって行なわれ，

 『飛騨古川の町並みまちづくり』という報告書がまとめ

 られた。この報告書では，環境改善のための様々な段階

 での具体的な提案が示されている。なお，本研究のメン

 バーは，調査に携わった調査員と地元のまちづくりの若

 手リーダーによって構成されている。

 　調査後，5年を経て報告書に示された幾つかの提案が

 町に採用され，実現した。更に，古川町が独自に行なっ

 た大規模なプロジェクトが形を現わすとともに，地元の

 まちづくりの若手リーダーたちはそれらの企画運営に加

 わるという展開をみせていた。報告書に示された，いわ

 ばハードの部分が実現していくのに対して，古川の住民

 の意識を勇気付けるというソフトの部分に対応するプロ

 グラムが必要になってきている。大規模なプロジェクト

 を見学に訪れる観光客から古川の町の美しさについて言

 及され，誇りを持つようになるということもあるだろう

 が，住民が自発的に活動し，更に，確かな意識を獲得し

 ていく方向が望ましい。そこで新たなステップとして，

 自らの環境に対する高い意識を自覚し，また，次の世代

 へつないでいくために，イギリスで行なわれているタウ

 ントレイルという手法の導入を試みた。タウントレイル

 とは第3章で詳しく述べるが，地域の歴史や文脈を踏ま

 えた上で，住民が町歩きを行なうことによって環境を点

 検し，身の回りに起こりつつある変化を認識していく活

 動の1つで，その成果は地図やリーフレットにまとめら

 れる。また，子供たちの環境学習の教材や古川町を訪れ

 る観光客のためのガイドブックとしても用いられている

 ものである。更には，この活動を通して住民は自らが居

 住する地域に誇りや愛情を再認識することになる。イギ

 リスでは住民が主体となって住環境を向上するための

 様々な活動が行なわれており，それらはシビック・トラ

 ストなどの全国組織に支援されている。社会システムな

 どの条件は異なるものの，全国各地でまちづくりのため

 の団体が様々な活動を展開しているわが国においてもそ

 の手法や理念には学ぷべき点が多いと考えられる。

 　本研究は，次の方法によって行なった。

 1．前回調査を総括する
 報告書の内容をまとめ，前回の調査で提案した部分

 　について何が実現され，何が残されたかを整理する。

 　また，その後の情勢の変化により古川町が新たに展開

 　している大規模プロジェクトによる環境の変化を把握

 　する。

 2．タウントレイルの事例を調査する

 　　古川にふさわしい手法を検討するために，イギリス

 　で行なわれているタウントレイルの事例を文献資料に

 　よって収集，分析する。

 3．タウントレイルを設計し，リーフレットを制作する

 　　実際にタウントレイルのリーフレットを制作し，設

 　計コンセプトと作業を通じての問題点などをまとめ

 　る。

 4．タウントレイルの活用を提案する

 　　子供たちや観光客などの参加など，タウントレイル

 　の活用の方法を検討し，提案する。

 5．住民参加のまちづくりにおけるタウントレイルの可

 　静性を考察する
 　　　　　　　　　　ふ　えん 　　更に古川の事例を敷桁化し，広くまちづくりにおけ

 　る住民参加のあり方に関する提言を行なう。

 第2章　前回調査の総括

 2－1　前回調査の内容

 　1986年に行なった調査は，歴史的な文脈を踏まえた上

 で調査員が町歩きを行なって古川の美しい景観など，町
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 の財産となるべきものを示すとともに，まちづくりの課

 題を抽出した。そして，それらの財産を支える高い技術

 を持つ大工たちと用水やまつりを支える住民意識を明ら

 かにした。更に，都市構造を強化するために問題点を整

 理し，広場の修景や装置の改善など様々な提案を行なっ

 た。この報告書の特徴は，次の3つである。

 1．第5章は，C．アレグザンダーのバターンランゲージ

 　のように短い言葉で報告書の内容が要約され，提案に

 　ついてもまとめられていること。

 2．提案に21ぺージという多くのぺージを割いているこ

 　と。

 3．なるべく多くの人々に読んでもらえるように「ちえ

 　のすけ」と「たかこ」という2人の子供のキャラクター

 　が報告書の中に登場し，古川の町を案内するという構

 　成をとったこと。

 　この報告書は住民や大工などに配られ，また，ダイジェ

 スト版が「ちえのすけ・たかこの古川町歩き」として『北

 飛ニュース』1988年1月1日号に掲載されるなど，多く

 の住民の目に触れる結果となった。

 2－2　受け入れられた提案

 　報告書で提案した内容は大きくまとめると次の5つで

 ある。①個々の建物に適用できるルールブックを確立す

 ること，②古川の大工の仕事を積極的に町並みづいに

 生かしていくこと，③屋台蔵などの町角の改善，④眺望

 地点の発掘と強化，⑤古川の都市軸とレてのタテ軸とヨ

 コ軸の強化，⑥三寺スポットの改善（図1）。

 　特に都市軸の強化については，約80の細かい提案を行

 なっている。そして，調査後5年を経てこの中から幾つ

 かが実現した、

 1．飛騨の匠文化館

 　まず，1989年10月に「飛騨の匠文化館」が完成した。

 この建物は提案のうち，②古川の大工の仕事を積極的に

 町並みづくりに生かしていくこと，⑤古川の都市軸とし

 てのヨコ軸の強化，⑥三寺スポットのうち円光寺スポッ

 トの改善として、報告書では12ぺージを割き，調査員の

 吉田桂二氏が具体的な施設提案を行なったものである。

 土地は古川町が提供，建物は（財）日本宝くじ協会の助

 成金を受け，（財）観光資源保護財団（日本ナショナルト

 ラスト）が建設した。現在は，建物が町観光協会に有償

 で貸与され，管理運営が行なわれている。内容は大工道

 具や木の展示と集会施設である。建設に当っては，それ

 まで独立して仕事を行なっていた大工の棟梁たちが企業

 連合体を作り，技術を競い合い，交流したと聞いている。

 また完成した建物は大工の仕事のショールームともな

 り，見学者から「このような住宅を建ててほしい」とい

 うような声が．上がっている。木造の技術者や研究者にも

 紹介され，年間1万5千人の見学者がある。また，吉田

 桂二氏は，飛騨の匠文化館の設計で1991年度の吉田五十

 八賞特別賞を受賞した。

 2．瀬戸川弁財天堂

 　1989年3月に古川町が，瀬戸川用水の旧水門跡の空地

 に弁財天堂とスポット公園を整備した。これは，③屋台

 蔵などの町角の改善，⑤古川の都市軸としてのヨコ軸の

 強化，⑥三寺スポットのうち本光寺スポットの改善とし

 て報告書では具体的なイラストを示して提案したもので
 　　　　なか 現在は町中に不足しているオープンスペースとして住民

 に親しまれている。

 　　　　　　　　　　　

 図1　提案ブロジェクトのダイアグラム
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 3．「雲」

 　雲とは建物に付けられている装飾の施されている腕木

 のことで，戦後古川大工の問に広まったといわれ，大工

 はそれぞれ1つから複数の型を持ち，自分の作品のサイ

 ンにもなっている。新築の住宅に付けられるので，現在

 では町並みに統一感をもたらしている1つの要因とも

 なっている。報告書ではこの雲に注目し，調査対象地区

 の雲マップを作成した。それまで，古川の人々は雲が付

 いていることは当り前であって特に注意を払うというこ

 とはなかったが，飛騨の匠文化館には雲が採用され，古

 川大工のシンボルとして取り上げられるようになり，雲

 の付いている住宅が年々増えている。また，最近では町

 角のサインや商店会の装飾にも採用されている。

 4．その他の提案

 　上記3点のほかにも，様々な段階で提案が受け入れら

 れた。例えば，周辺住民が管理組合を作って瀬戸川の掃

 除を行なっているが，掃除用具や青いポリバケツが1日

 中放置されていた。調査後，木製のカバーが付けられる

 など注意が払われるようになった。また，古川町が行なっ

 た「起し太鼓の里整備事業」の一環として上人塚の整備

 や瀬戸川の修景が採用されている。更に，瀬戸川沿いの

 電柱撤去を検討中である。また現在，景観的に問題になっ

 ていた瀬戸川上の歩道橋が撤去され，地下道建設工事が

 進んでいる。

 2－3　その他の変化

 　このように，古川の町は急激に変化していった。この

 ほかにも，駅裏で郷土民芸館や飛騨の山樵館を含む「語

 りべの里整備事業」，そして，飛騨古川まつり会館やまつ

 り広場，そして瀬戸川の整備なども含めた「起し太鼓の

 里整備事業」，これら2地点をつなぐ白壁土蔵風の跨線橋

 の建設という大規模な，また，景観にも大きな変化を与

 えるプロジェクトが1992年6月に完成している（写真1

 ～4）。更に，現在では駅前再開発を検討中である。また，

 競い合うようにして「雲」の付いた住宅の新築が増え，
 　　　　　　　　　　　　　 酒造業者が蔵の修景や町角に杜氏の像を建てるなど住民

 の間でも自発的な活動が続いている。この結果，あまり

 にも町が急激に変化していったために景観についての

 ルールブックの必要性も検討されるようになっている。

 　報告書の提案がこれほど短期間に受け入れられた要因

 を考えてみると，①報告書の内容が多くの人の目に触れ

 たこと，②提案が具体的であり，図や文章で詳しく説明

 したために説得力があったこと，③郊外部の整備を一段

 落させていた町が市街地の整備プログラムを求めていた

 こと，④地元の調査委員が若手のまちづくつのリーダー

 としてこれらの実現の推進役となっていったこと，⑤「古

 川やんちゃ」にみられるように，コミュニティを基盤と

 したいいことはなんでもやっていこうという古川の人々

 の持つ気質，が挙げられるだろう。

 　しかし，また同時にこれほどの急激な変化を住民が自

 覚し，今後のまちづくりの方向を見いだしていくための

 働き掛けを本研究メンバーは検討してきた。そこで，町

 歩きによって変化していく環境に注意を払うことができ

 るようなタウントレイルの導入を検討した。

 写1　飛騨の匠文化館

 写2－1　修景前の瀬戸川　　　　　写3－1 修景前の瀬戸川と堀川通り  写4－1　建設中の弁財天堂

 写2－2　現在の瀬戸川　　　　　写3－2 現在の瀬戸川と堀川通り 写4－2  弁財天堂と修景された堀川通り
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 第3章　タウントレイルとは何か

 3－1　「トレイル」の意味と種類

 　「トレイル」（“Trail”：英語，一般名詞1）という言葉は

 辞書によると，

 　1．引きずった跡，通った跡。

 　2．（荒野などで）踏みならされて，あるいは馬車など

 　　が通ってできた道，（山中・森林などの）目印された

 　　小道。

 　　　以下略。

 とあり，何かの通った跡や道といった意味である。

 　一方，アメリカやイギリスには，山道などの自然を歩

 くNature　Trail，歴史的な街道や先人たちの足跡を歩く

 Historical　Trail，遺跡や遺構を巡るHerltage　Trail，歴

 史的な町並みを巡る Town　Trail，ボストンクの独立運動

 の歴史をたどるFreedom　Trailなど，様々な「トレイル」

 があり，ガイドブックやリーフレットなどが作られてい

 る。
 　これらの事例の使われ方と辞書による意味を考え合わ

 せると，「トレイル」とは，「なんらかの歴史的な痕跡を

 たどりながら，コースに沿って巡ること，また，そのコー

 ス」を指すと考え．られる。そして，その歴史的な痕跡が

 山道の場合にはNature　Trail，街道や先人の足跡なら

 Historical　Trail，遺跡なら Heritage Trail，歴史的な町

 並みならTown　trailとなるのである。

 　「トレイル」をこのように広く解釈すると，日本でも

 同様のことが数多く存在していることがわかる。古くは，

 霊場巡り，名所巡り，七福神巡りなどがあり，近年では，

 散策路，観光コース，自然遊歩道，ウォークラリーなど

 の地域の歴史的な遺産を巡るようなコースが，全国各地

 で作られている。そこでここでは，イギリスやアメリカ

 に実在する“．．Trail”だけでなく，上記のように意味を

 解釈して日本の事例までも含んだものを広義の「トレイ

 ル」として考えていくことにする。

 　これらの「トレイル」は歴史的に徐々に出来てきたも

 のも，近年になって散策や観光のガイドのために作られ

 たものもあり，また，作り手も個人から，住民団体，自

 治体などまで多種多様である。しかし，いずれも歴史的

 なコンテクストをテーマにしていることは共通してい

 る。

 　タウントレイルは歴史的なコンテクストを紹介しなが

 ら，町を巡るコースであり，「トレイル」の一種に位置づ

 けられる。しかし，タウントレイルは，主にイギリスに

 おいて，地域の住民活動に関係して発達してきた経緯が

 あり，それらの事例や背景を考える必要がある。

 3－2　イギリスの事例の紹介

 　イギリスのタウントレイルは，1991年現在，イングラ

 ンドだけで，少なくとも611の町で946例作られている。

 （出典：E㎎lish　Heritage　Monitor，English　Tourist

 Board and British Tourist Authority，1991，p．63）これ

 らのタウントレイルの作り手は，住民団体，自治体，地

 方出版杜など様々であるが，その中で「ローカル・アメ

 ニティ・ソサエティ」と呼ばれる住民組織によって作ら

 れているものが特徴的である。

 　「ローカル・アメニティ・ソサエティ」は，自分たち

 の生活環境をよりよくしていこうとする地域住民の集ま

 りであり，1950年ころから全国各地の町に作られた。こ

 の組織は，全くの住民有志による団体で，歴史的な建造

 物，遺跡の保存キャンペーンや実際の修復，修景を行なっ

 たり，地域の問題点や開発許可申請をチェックして行政

 に改善を促したり，住民の地域理解に対する啓蒙活動を

 したりと非常に様々な活動をしている。タウントレイル

 はこうした活動の一環として行なわれている。ここでの

 タウントレイルは，成果品のリーフレットが来訪者や環

 境教育の教材となるだけでなく，住民自体が作っている

 ために，作成過程で自分たちの町を歩くことによって，

 町の再認識をするきっかけとしている点が特徴的であ

 る。
 　イギリスのタウントレイルの事例を簡単に分類する

 と，まず作成者別では，a.ソサエティ，b.自治体（カウ

 ンシル），c.大学や研究所，d.地方出版杜となる。体裁別

 では，a.1枚の紙を折ったもの，b.小冊子があり，内容

 別では，a.歴史や建築の一般的な紹介，b.建築意匠など

 の細かいテーマの解説，c.ストーリー形式，d.設問形式

 に分類できる。

 　この分類をもとに，幾つか事例を紹介する（図2）。

 ①ウェールズ北部の人口4,OOO人余の町ルシンのタウン

 　トレイルで，シウド・カウントリー・カウンシルとい

 　う自治体が作成したもの。四折り紙1枚の簡単なリー

 　フレットだが，地図とスケッチがコンパクトにうまく

 　レイアウトされている。

 ②テムズ川のロンドン上流のスタインという町のソサイ

 　エティによる一般的なスタイルのタウントレイルで，

 　小冊子の体裁に，建物1軒1軒の解説が詳しくされて

 　いる。

 ③大学都市オックスフォードの，オックスフォード・ポ

 　リテク三ツクという大学が作成したトレイル。オック

 　スフォードは600－700年にわたる建築造営の歴史があ

 　り，様々な様式の建築が現存するため，トレイルもゴ

 　シック，近代建築などのテーマ別に幾つかのトレイル
 　　　　　　　　　　　　　　 　が作られている。取り上げた事例は町中の小空間など

 　の都市空間をテーマにしたものである。

 ④ロンドン西部のノッチンガム・デールにある都市研究

 　センターが作成した問題提起型トレイル。高速道路や

 　中高層住宅建設などの問題の多い地区で，子供たちに
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  ①ルシンのタウントレイル冊子
  　’A　Walk　Around　Historic　Ruthin’

  ③オックスフォードのタウントレイル冊子
  　‘Oxford　Town　Trail－urban　places’

  ④ノッチング・デールのタウン
  　トレイル冊子
  　’Notting　Dale/urban　Trai'

  ②スタインのタウントレイル冊子（表紙：左と本文：右）‘Staines　Town　Trail’

  　　　　　　　　　　図2　様々なタウントレイル

  「どのようなまちづくりが望ましいのか」を問うてい

  る。例えば，「問2，（近くにある高速道路の高架イン

  ターを見て）── a.こうした高速道路はロンドンやマ

  ンチェスターのような古い都市内部に必要ですか?そ

  れはなぜですか?　b.だれが便利になるのでしょ

  う？　C.なぜ高速道路はこの地区を横切っているの

  でしようか？」

  3－3　目本での取り組み

  　日本にもイギリスのタウントレイルと同様のものとし

  て，住民有志による地図から，自治体の作った散策路，

  観光ガイドブックのコースまで様々なものがある。その

  中で，東京都の「歴史と文化の散歩道」などの自治体に

  よる散策路が，最近顕著に作られている。

  　自治体による散策路は，町の文化財や公園などの既存

  のコンテクストを巡りながら，町の歴史や構造を説明す

  るという点で，「タウントレイル」の範疇に含まれるが，

  イギリスのものとは，作られ方が住民主体ではなく，自

  治体主導である点で異なる。日本では近年になって，地

  域の歴史的な資源を大事にしようという考え方が広ま

  リ，それを自治体が施策に取り入れて，こうした散策路

  が作られるようになったと考えられる。また，作り手が

  自治体であるために，散策路と同時にサイン計画や道路

  整備を行なう事例も幾つかある。

  　一方，住民が環境を点検しながら町を歩くことで，行

  政に問題の改善を提案するという，イギリスのタウント

  レイルのもう1つの側面については，日本では散策路の

  コースを作るのとは全く別に，武蔵野市の町並みウォッ

  チングなどで試験的に行なわれている。こちらも現在の

  ところは行政主導型であり，住民の自主的な活動として

  定着するにはもう少し時間がかかるであろう。

  　日本ではイギリスほど住民活動は発達しておらず，日

  本での取り組みは現状では自治体主導型である。しかし，

  今後住民が自分の町に対する関心を強く持つようになれ

  ば，自治体と共同，あるいは住民組織が自主的にタウン

  トレイルを作っていくことが予想される。そして，タウ

  ントレイルを作ることを契機に，更に，多くの人のまち

  づくりへの意識が向上していくことが期待される。
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   第4章　タウントレイルの設計

   4－1　古川のタウントレイルのコンセプト

   　タウントレイルを設計するに当って，次のことを確認

   した。①だれにでも読んでもらえるように，中学生が理

   解できる内容にすること。②町を2時間程度で歩いてま

   われるようにすること。③ルートを限定するのではなく，

   ポイントだけを示し，好きなルートを選ぺるようにする

   こと。④単なる町歩きのガイドではなく報告書のダイ

   ジェスト版にすること。⑤「ちえのすけ」と「たかこ」

   のキャラクターを再び登場させること。⑥ポイントの歴

   史的な説明だけではなく，都市構造や住民意識などにつ

   いての内容も加えていくこと。

   　体裁はB5版とし，見所1か所をポイントとしてまと

   め，図と800字程度の文章で説明，テーマを簡潔にまとめ

   るためにマンガを加えることとした。

   4－2　作業の経過

   　設計作業の経過は以下の通りである。

   1991年6月6日　打合せ（古川）　調査の趣旨説明

   　　　8月19日　第1回委員会・資料収集（古川）

   　　　　　　　　コンセプトとポイントを決定

   　　　9月16日　打合せ（東京）　アウトラインを提案

   　　　11月18日　打合せ（東京）　アウトラインまとめ

   　　　

   　　    　　　　　　　

   　　　　　　　

   　　

   11月22日

   12月26日

   1992年1月15日

   3月6日

   4月17日

   6月12日

   8月3日

   8月17日

   9月3日

   第2回委員会（東京）　アウトライン

   について検討

   打合せ（東京）　ポイントの図案をデ

   ザイナーと検討

   打合せ・資料収集（古川）　図案作成

   のための写真撮影

   打合せ・資料収集（古川）　図案・文

   章案の提出

   打合せ・資料収集（古川）　図案作成

   のための写真撮影

   打合せ（東京）　図案・文章案まとめ

   第3回委員会・資料収集（古川）図案・

   文章案を検討

   打合せ（東京）　図案の下絵と文章案

   を検討

   第4回委員会（東京）　図案と文章案

   の確認，今後の活用方法を検討

   　作業の過程で，本研究メンバー10名のうちの7名が実

   際にイギリスを訪ね，短時間ながらタウントレイルを体

   験できたのは大きな収穫であった。また，建設中の「起

   し太鼓の里」や「語りべの里」によって町がダイナミッ

   クに変化していくのを眼の当りにすることができた。

   　タウントレイルのリーフレットは，町企画商工観光課

   から全戸配布したいとの要請があったため，出版するこ

   図3　タウントレイル②瀬戸川
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 からなった。当初は本研究終了時点でリーフレットが完

 成する予定だったが，増ぺージや表紙をカラーにするた

 め，1992年末の発行予定となった。

 4－3　古川のタウントレイル

 　タウントレイルのリーフレットは40ぺージとした。見

 開き2ぺージに1ポイントをまとめたものに，主な見所

 を加えた市街地の地図，「雲」が付いている建物の分布を

 示した雲マップとまちづくり年表で構成されている。

 　作業の当初では飛騨の匠文化館からスタートして再び

 戻るという13ポイント（重複2か所で実際は11ポイント）

 を選んだ。しかし，「語りべの里」や「起し太鼓の里」の

 建設が進むにつれて地元の研究メンバーから現在の古川

 の町を語るにはこれらははずせないとして15ポイントに

 増やした。以下にポイントとテーマを挙げる。

 ①起し太鼓の里（町を歩いてみよう）

 ②瀬戸川（町の成り立ちを確認しよう）

 ③円光寺（町の変化を調べてみよう）

 ④壱之町の屋台蔵（町の個性に注目しよう）

 ⑤弐之町の町家（伝統的な建物を見直そう）

 ⑥川原町（感じのいい町並みを探そう）

 ⑦真宗寺（歴史的な資源を掘り起こそう）

 ⑧今宮橋（自然を大切にしよう）

 ⑨本光寺（町の物語を大切にしよう）

 ⑩弁財天堂（町を点検してみよう）

 ⑪瀬戸川（町の主役はそこに住む人々）

 ⑫殿町の町家（小さな改善を積み重ねていこう）

 ⑬飛騨の山樵館

 ⑭飛騨古川まつり会館

 ⑮飛騨の匠文化館

 　なお，⑬～⑮の各施設については，実際に訪ねてもら

 うために＜調べてみましょう＞という質問項目を加え

 た。この中から2ポイントのタウントレイルの実例を図

 3・図4に示す。

 第5章　今後の活用の方法

 　　

 　タウントレイルのリーフレットは，前述したように古

 川町全戸に配布される予定である。しかし，リーフレッ

 トが住民の手に渡り，目に触れるだけでなく，実際に町

 を歩いてもらい，身の回りの環境に対して注意を払う契

 機にならなければ活用されたとはいえないだろう。引き

 続き，本研究メンバーではリーフレットの活用を古川町

 企画商工観光課と（財）観光資源保護財団（日本ナショ

 ナルトラスト）を通じて各方面に提案していく。

 1．タウントレイルのイベントを開催する

 ・リーフレットが完成した時点でP　Rもかねてタウント

 　レイルを体験できるイベントを開催する

 図4　タウントレイル⑦真宗寺
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 ・婦人会や子供会，PTAのイベントに利用する

 2．環境学習の教材として活用する

 ・中学生・高校生に利用してもらうために，1クラス分

 　のリーフレットを各中学校・高校に配．布する

 ・古い町を訪れる修学旅行生に利用してもらうために，

 　観光協会や旅行会社に配布する

 3．古川を紹介するためのマニュアルとして活用する

 　ボランティアの観光ガイド「夢ふるさと案内人」のマ

 　ニュアルとして利用する

 　商店や旅館の経営者に利用してもらうために商工会で

 　説明会を開催する

 ・他市町村の視察の説明に利用する

 　リーフレットはタウントレイルのために作成したが，

 町の歴史や都市構造，まちづくりの理念などに触れてい

 るために，古川の町のガイドとして十分通用すると考え

 られる。そして，上に挙げたブログラムが町の中で同時

 並行的に進行していって，できるだけ多くの住民が町歩

 きを体験することによって，現在固定化．しているまちづ

 くりの活動メンバーを増やすこともできると考えられ

 る。また，町歩きを重ねることによって，違う視点から

 第2，第3のトレイルが生れてくるだろう。このような

 活動を通じて，これからのまちづくりを担う世代が育て

 ば望ましい。

 第6章　タウントレイルの可能性

 6－1　研究者と地元の共同作業の可能性

 　タウントレイルの設計を通じて，前回調査以上に研究

 メンバーの間で緊密なコミュニケーションが交わされ，

 信頼関係が育まれた。一般の調査では，よそ者である研

 究者が専門家として町の現況を把握し地元の意見を聞き

 ながら提案を行なうが，そのために研究者側からの発信

 だけで終ってしまいがちである。また，報告書をまとめ

 る作業に大部分のエネルギーが割かれ，調査後に報告書

 の中身が検討されることは少ない。今回は報告書を地元

 とじっくり検討し，研究者側の間違いなども指摘しても

 らうことができた。また，研究者と地元のメンバーとで

 は重要だと考える部分に対する評価が、異なる場合が出て

 くる。その中には地元に住んでいることから生れてくる

 愛着などによるものも多いが，実は大きなキーワードが

 隠されていることもある。全体の目的を見失わないよう

 にそれらの調整を図りながら，町の姿を把握する作業が

 必要になる。このような作業を円滑に進めるには互いの

 信頼関係が必要であろう。タウントレイルは，調査など

 で築かれた研究者と地元の信頼関係をべースとした次の

 ステップとして，共にまちづくりの活動に参加するのに

 有効な手法であると考えられる、

 6－2　まちづくりにおける住民参加

 現在，わが国ではまちづくりにおける住民参加は進ん

 でいないといわれ，住民参加のプログラムが用意されて

 いるのは一部の自治体に過ぎない。しかし，大都市のよ

 うに行政と住民の距離があり、また，行政がまちづくり

 に対して十分な能力を発揮できる場合には，住民参加の

 ための特別なプログラムが必要とされるのだろう。

 　一方，古川のような規模の都市で，本研究のメンバー

 のように様々な事業の委員として施策に意見を述べるこ

 とのできる機会があり，また，小規模な行政組織では不

 足している人材を獲得するために必要としているという

 意味においては，現在でもある部分で住民参加が行なわ

 れていると考えられる。しかし，それはまちづくりに対

 して関心を持つ一部の住民である。環境に対して意識の

 より高い住民が育てば，参加の可能性は拡大するのでは

 ないかと考えられる。また，大都市においても，住民の

 自主的な活動が行政に採用されるようになれば，住民参

 加の道が開けると考えられるし，行政の施策の見張り役

 としても成長していく可能性がある。そういう意識を持

 つ住民を育てるために，町歩きは有効な手法であるし，

 そのためのタウントレイルが考案できるだろう。

 　現在，古川では住民の様々な代表者－区長，観光協会

 などの組織，大工などの職人，議員－で組織された景観

 研究委員会が発足し，景観ガイドプランの策定に取り組

 んでいる。今後この古川のタウントレイルの活動を蓄積

 して更に，住民参加の可能性を考察していきたい。
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